










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3拍名詞????????????????? ?? ?? ?? ??オサエル／オサエ
＝タエル／コ玉入
ソナXル／ソナエ
イカル　／イカリ
モツレル／モツレ
ツカエル／ツカエ
ナノル　／ナノリ
ムクム　／ムクミ
アカス　／アカシ
マツル／マツリ
オーウ　／ナーイ
サカエル／サカエ
イタル／イタリ
イサメル／イサメ
コナレル／コナレ
ムクイル／ムクイ
チカウ　／チカイ
ユガム　／ユガミ
ノmケル／ノロケ
サグル　／サグリ
ッタ＝ル／ツタエ
コナス　／＝ナシ
シメス　／シメシ
ツボム　／ツボミ
ユルグ　／ユルギ
ヨドム　／ヨドミ
ツズル　／ツズリ
ツムグ／ツムギ
ェズケル／エズケ
ホコル　／ホコリ
手を押える。19－348／押さえが利かない。4－44Q
疑問に答える。2G－240／答：えを間違える。20－239
有裏に備える。21－！95／備えを置める。11－335
怒る。3－1／怒りが爆発する。2－600
糸が縫れる。17－582／金銭閥係の縫れで…。至7－583
喉がつかえる。21－4｝6／胸の病が下りた。圭2纏59
名を名乗る。14－95／名乗りを上げる。1小94
足がむくむ。17－361／むくみが来る。17－362
身の潔白を証す。2－94／証を立てる。2－90
神を祭る。17－80／祭りが始まる。17－77
覆う。　4－322／覆し、を取り払う。　4－320
国が栄える。26－307／国の栄えを祈願する。8－450
困難な状況に至る。3－167／光栄の至りです。3－165
金める。3－97／人の諌めを聞き入れる。19－1！8
8－224／こなれが悪いe8－225
恩に報いる。17－359／報いを受ける。17－359
12－204／誓いを立てる。王2－203
ネクタイが歪む。18－198／歪を正すe23－203
季放しでのろける。22－188／惚気を聞かされる。14－470
8－485／探りを入れる。20－312
12－531／昔の伝えがある。21－436
8－220／軽い身のこなしだ。20－258・
手本を示す。20－6e5／示しがっかない。9唾16
花が奮：む。12一一582／蕾がたくさんついている。12－581
国費が揺るぐ。23－220／揺るぎがない地位。23－219
水が澱む。18－333／澱がない話し方。18－332
12－557／；英語の綴りが違っている。12－555
12－596／紬を織る。12－595
猿を餌づける。1－52／餌付けに成功する。1喝1
才能を誇る。22－565／誇りを持つ。16－423
4拍名詞????ウッタエル／ウッタエ
タクワエノレ／タクワエ
アツラエル／アツラエ
ワキ舶マエノレ／ワキマエ
ツブヤク　／ツブヤキ
チカズク　／チカズキ
サゲスム　／サゲスミ
ササヤク　／ササヤキ
訴える。4－108／訴え．を聞く。4－110
11－524／蓄えカミ底をつく。　ll－523
洋服を読える。圭9－54／匿えに出す。2－309
蒔と場所をわきまえる。23－333／弁えがない。18－611
不平を眩く。21－441／PS，きが聞こえる。｝2－574
｝2－213／近づきになる。21－346
相手を蔑む。20－315／蔑みを顔に表わす。8－487
耳元で囁く。2G一・320／i囁きが聞える。8－495
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9オトズレル／オトズレ
lG　ヨソオウ　／ヨソオイ
11　アジワウ　／アジワイ
捻　ホF’コス　／ホドコシ
13　カカワル　／カカワジ
14　サマタゲル／サマタゲ
15　ナグサメル／ナグサメ
16　イマシメル／イマシメ
一企一一一〇一一⑱一一÷一麟《囎一一A
O一一一一一一一〇一一＠一A－k一一〇
一一一一一一`－AA一一一〇一＠O一一
一一一一一一一一 Z一一tw－sk一一一＠o
A一一一一一一一一一一一一twAtw一一trl，
一一一一決鼈鼈鼈鼈黶｢一一《一襲一血一一一
一一一一一一一一一一一一一一一
狽唐?ｕｏ一?
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5．2．　3拍語と4拍語の比較
　データの数がやや少ないかもしれないが，総体的な式の保持のあり方をみ
るために，5．しに示した3分類に従ってそれぞれの百分率を出し，3拍語と
4拍語を対比させたのが，図6である。
a　　　　　　　　　　　5e　　　　　　　　　　　患9翼
3拍1
4拍
61．2
，il……欝i…
閣3．
．［コ保持する
圏半ば保持する
躍保持しない
57．9
図6　式の保持率の比較
　「（1＞式を保持する」は，3拍語が61．2％，4抽語が25．0％と，両者にはか
なりの開きがある。これに，「②半ば式を保持する」を加えると，3拍語が7
4．7％，4拍語が42．1％で，3拍語と4拍語の平均は58．4％となる。これら
は，4．3．で求めた起伏式の保持率，3拍語72．6％，4i拍語36．6％，3拍語と
4話語の平均54．6％をいずれも若干上回るものの，きわめて近い数字になっ
ている。
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9オトズレル／オトズレ
10　ヨソオウ　／ヨソオイ
難　アジワウ　／アジワイ
12　ホドコス　／ホドコシ
13　カカワル　／カカワリ
14　サマタゲル／サマタゲ
15　ナグサメル／ナグサメ
16　イマシメル／イマシメ
訪れる。4－543／人の訪れを待つ。4－542
派手に装う。18－315／装いを改める。18－314
味脅つう”2－246／味わ㌧・カ～深㌧・。　19－40
面屋を施す。16－466／施しをする。16－467
経営に関わる。圭9－424／深い関わりを持つ。19－423
8－589／修行の妨げとなる。8－590
失意の友を慰める。14－39／慰めにもならない。22－71
戒める。3－375／親の戒めを守る。19－199
　このことから，今園の対象データにおける平板式の保持をも加えた総体的
な式の保持の割合は，3実語が7割程度，4拍語が4割程度とみて，おおむ
ね間違いないように思われる。
　その他，表5の3二三と4拍語を比較して特に目につくことは，3拍語の
「（3）式を保持しない」の中に，動詞が平板式で転成名詞が起伏式というペア
（つまりf÷」の記号）がかなり多数みられる点である。これは，4論語に
はわずかに2例しかみられない。
　例えばf27ツズル／ツズリ」のペアでは，最も多く12人にこれが現れる。
このやや変則的なペアは，おそらく次のような（1）から（3）への変化の過渡期
②に位面するものと推定される。
　　（1）ツズ’ル　e　ツズザ
　　（2）ツズル　　e　ツズザ
　　（3）ツズル　　←〉　ツズり
この（2）は，動詞と転成名詞がともに起伏式で，式が保持されている（1）の段
階から，動詞の：方に平板化が起こって生まれたものと考えられる。②の段階
で，さらに転成名詞が動詞に合わせて式を保持しようとすれば（3）になり，と
もに平板式で一応安定する。ギ24ツボム／ツボミ」も，おそらく同様の例と
考えられる。
　また，転成名詞の語末部の語音構造が，連母音f一アエ達であるものが，3
拍語，4拍語とも「式を保持する」率が高く，上位の方に並んでいるのが目
につく。
　　　　　　　　　　　　　　　　一271一
5．3．インフォーマント間の比較
　表5の「（1＞式を保持する」（つまり⑭十品目について，インフォーマントご
とに出現率を計算し，結梨を3拍語，4拍語，3拍語と4拍語の平均に分け
て，グラフ化したものが図7である。
　図7の描くジグザグ模様から，インフォーマントによって，式の保持の仕
方に相当の違いがある様子がよく分かる。i氏や1氏のように，3拍語と4
拍語の間にほとんど差がない人もいれば，」氏のように50％以上の差がある
人もいる。i氏と3氏は，平均するとほとんど近い数値になってしまうが，
実際の保持の仕方は，まったくタイプを異にしている。
　また，ここでもP氏が，3狛語，4拍語ともに安定した高い率を示してい
るのが冒をひく。4．3．の結果と合わせ考えると，式の保持率の高さという点
において，このP氏はアクセントの保守性を示す典型的な人物と占えそうで
ある。?。。
?﹈??
??
罫：＼．ぐ．
　　　　　　　　　　　　o
lg3　b・一・e．．　．・’　’o’
　　　　 o’e
’・
．．?
?
一3拍名詞。・一…。4拍名詞
・一…・ ｽ均
b一一〇一一一一b
AbCdEFgHiJKImNoPqrs
　　　図7　インフォーマント別の式の保持率
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6．おわりに
　本稿では，アクセント規翔が「生きている」とはどういうことか，という
主題をめぐって，まず，その三門が関わる造語パターンの生産力を問題にす
べきことを指摘し，若干の原理的考察を行った（第1章，第2章）。次に，一
つの事例研究として，動詞からの転成名詞のアクセントにみられる「式の保
持」の問題を取り上げた。具体的には『東京語アクセント資料』から得た
データにもとづいて，既成の転成名詞を中心に式の保持の実態を社会需語学
的に把握し，それに関与していると思われる諸要因の分析を行った（第3
章，第4章， 第5章）。
　摺上藻（1973）の跨日の人が必要に応じて任意の動調から名詞を転成す
るときに働く」規則であるという指摘は，この規則が生きていることを主張
するための要件としては，一つの側面しか捉えていないように思われる。問
題は，やはりこの転成名調派生パターンの，今日の現実における生産力の高
さであろう。必要に応じて任意の動詞から名詞を転成することが，実際にど
れくらい行われているのか，あるいは行われうるのか，計量的に摺捉する方
法を槻発することが大きな課題として残されている。t11’5＞
　今日われわれが使っている転成名詞は，おそらくその大部分が前の時代か
ら伝承されてきたものであろう。本稿では，その伝承的アクセントが，式の
保持のようなアクセントの規購的な側面と，実際にどのように折り合いをつ
けているのか，その実態の一端を明らかにすることができたと思う。
　『東京ア』に掲載される，起伏式単純動詞からの転成名詞について，式の
保持という観点から検討した結果，3拍語は比較的起伏式をよく保持してい
るのに簿して，4拍語はかなり平板式に変わりつつあることが判囲した。そ
れでは，3拍語と4三三とで，なぜこのような明らかな差が生じているので
あろうか。現代東京語のアクセント現象において，例えば短い単語と長い単
語を分かつ有意味な境界が，3三三と4拍語の間に存在するのではないかと
も推測される。今後とも，3拍藷と4言語のアクセント上の振舞いの違いに
ついて，様々な角度から検討を試みなければならない。
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　本稿では，転成名詞の式の保持の問題を考察の申心にすえたため，より具
体的な型のレベルの問題については，ほとんど触れることがなかった。この
ことは，型のレベルの区劉が重要でないということを全く意味しない。むし
ろ，型のレベルの区別と式のレベルの区別とが，それぞれに分担している機
能・役割という観点から，意識的にアクセント現象全体を眺め塵してみるこ
との必要性を強く感ずるものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1）　アクセント規則について，それが今臼「生きている」かどうか，という観点から有
　用性を論じたものに崩上藁（1973）がある。本稿は．この観点を引き継ぐと同蒔1に，
　r生きている」ということの内容を，さらに吟味しようとするものである。
2）　アクセント研究における「式」という矯語については、別の用法もあるので注意
　が必要である。「京阪武，東京駅，一型式」という伝統的な三類型の場合の他に，例
　えば，烹都アクセント等について言う傭起式，低起式」の区溺の縞合がある。後者
　の賦」の概念をさらに一般化し，それに重点をおいて日本藷諸方雷のアクセント
　タイプの共時的分類を試みたものに，上野善道（1989）がある。いずれも，ここでの
　式の用法とは励偲のものである。なお，後者では当然f式保存の法弊」が問題にされ
　ようがtそれとの混同を避けるために，ここではr式の保持jf式を保持する」と呼
　ぶことにした：。
3）　「～方」という接尾辞のもつ生産力，あるいはその付加を欄約する諸要西につい
　ては．井上優（1990）を参照。
4）　型のレベルの区溺については．東京語アクセントにおける，いわゆるA型B型の
　問題も絡むので，実際には「尾高型になる」と単純に断定することはできない。この
　問題については，糟澤正夫（1984）を参照。
5）　il明解ア2の「アクセジト習得法剣」95．1，注④に，「「…方（方法）」は前部の
　藷が平板式ならば平板式，起伏式ならば尾高型と，後から二拍めまで高い中高型の
　傾向がある。」とある。
6）帯心葵（1973），p．64の記述による。但し、この～文は、意味的に仮定節を奮んで
　いると解釈すべきであろう。すなわち、「今日の人が必要に徳じて任意の動詞から名
　詞を転成するとすれば、そのときに働くのがこの急心である」と読むのが妥当と思
　われる。
7）一般に，ある規踏を吟日生きている規則と呼ぶための要件として，規測自体の
　一Y全性の他に，十分な適用機会の確保ということがあると思われる。どんなに優れ
　た道具（潜在能力）も，それを利用する絶対回数（活性化環境）に恵まれなければ，
　結局生かされえないのと同じである。
8）佐藤亮一（1990），p．206参照。陳京ア漫の調査語に選定されなかった語が，現実
　の19人アクセントで斉一であるという保証はどこにもない。調査認に選定された語
　と比較すれば、相対的に斉一性の高いことが仮定できる．というくらいの意味に理
　解すべきである。
9）　点りに20入のインフォーマントが自由に選べるとしたら，五つの年齢層に分け，
　各年齢鱒の4人を，山の手の男女と下町の男女に配分するのが理想であろう。
IO）陳京ア』には，調査時における読み上げ文は掲載されていない。本稿に憐報とし
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　て示すことがでぎたのは，筆者が調査者の一人としてこの調査に参加していたこと
　による。（i）の調査票に関する情報の堤示についても，同じ事情による。「
11）以下，数量的な処理をするにあたり，転成名詞と認定する基準をきびしくするこ
　とにした。単純動詞とその転成名詞という条件を守るためである。次の①～③に該
　当する単語を，筆者の判断によって除外した。（3舶語で10語，4拍認で17藷）
　　①もとの動詞の使用が稀なもの。
　　②　もとの動詞との意味的関係が希薄なもの。
　　③単純語と意識しにくいもの。
　　③②については「＊」，③については「＃1を通し番号に付した。結周，3拍語は
　42語，4群雨は74藷が集計の対象となっている。ちなみに，「：＃］を付したもののう
　ち「ババタキ」「キズカイ」段ガマエ」のアクセント型をみると，「ババ’タキ」の
　インフォーマントが15名，「キズ’カイ」が16名，「ミガ’マエ」が10名いる。これら
　のアクセントが，fハ・バタキ」「キ・ズカイ」「ミ・ガマエ」という複合藷意識にも
　とづき，腹合語アクセント規則によって付与されたことは明らかである。
12）　窪東京ア違がゆれの予想される語だけを扱っている点を考えると，ゆれていない
　語までも鰐象とすれば，起伏式を保持する率がその分かなり上がると予測される。
　そこで．『東京ア2にない転成名詞について小調査を行った。手順は次の通り。
　　①国立国語薪究翫（1971）の巻末リストにある単純動詞約1，900語について．4
　　　種の辞書にその転成名詞アクセントが載っているかどうかを調べる。
　　②4種の辞書全てに，単純動詞とその転成名詞のアクセントが載っている場合
　　　に．そのペアをアクセント宮山とともに抜き出す。
　　③②の結果から単純動詞に平板式の記載が一切ないものを抜き出す。
　　④③の結果からさらに転成名詞にも平板式の記載が一切ないものを抜き出す。
　　③④の結果から『東京ア』と重複する転成名詞を除き，③／④の形式で示すと，3
　魏語が120語／112語，4拍語が10語／4語となる。辞書の情報の範鑓で言えば，3
　拍語は，112語が完全に起伏式を保持し，8語が平板式を出現させるのに対し，4熟
　語は，4語が完全に起伏式を保持し，6語が平板式を出現させることになる。仮り
　にこれらの語を追加したとき，3口語では起伏式の保持率が大幅に上がると予測さ
　れるのに対し，4拍語ではほとんど変動がおこらないと思われる。
13）4種の辞書全てに頭高型アクセントの記載がある3抽転成名詞を次に列挙する。
　　オロシ（卸），カカジ（係），サガリ（力±の），サワギ（騒），シマリ（のない），
　　タタリ（崇），タUリ（になる），ドモリ（吃），ナガシ（タクシ→，ハジキ（ピス
　　トル），ハナレ（屋敷），フブキ（吹雪），マグレ（幸運），モグリ（無認可）
14）動詞項目の読み上げ文は，実際の調査では次のような二つの文を順に読んでもら
　うのが原則であった。
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　　①「手を押える。」のような（多くの場合）ごく簡単な文脈付きの文。
　　②「押えるということは押えることだ。」のように，ヂ～するということは～する
　　　ことだ。」という枠に動詞を挿入した文。
　但し，①を省略した動詞もある。表5の右ページに読み上げ文が載っていない勤詞
　がそうである。本稿では，このような事惰もあって，②の文の後半の「～すること
　だ」の部分に現れる動詞アクセントの式を採用した。
15）例えば「水のナガレが悪い」「声のトダキが悪い」「電話のカカジが悪い」のよう
　に，動作などの行われる様子・具合について言う場合の生産力は，かなり高いと思
　われる。しかし，これも「水のナガレ方」「水のナガレ具合」などヂ～：方」「～具合」
　に比べれば，自顧な生産力がかなり落ちるのではないか。また、元の動詞より意味
　が狭く限：定され，語によってはジャーーゴン的な＝ユアンスも慈じられ，る。
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［付記］
　本稿は，国立国語研究所の研究部会議（1990年9月19紹）で行った岡じ題9の研究
発表にもとづいている。同瞭諸氏の指摘により，内容を改めたところも多い。記して
感謝の意を回する。
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